
 

 

 

 

 

 

 
「訓練は本番のように 本番は訓練のように」  

校長  栗原 信一   

新年あけましておめでとうございます。新年初日の登校日、「おはようございます！」「今年もよろしくお願

いします！」正門前で交わす子どもたちの明るく元気な声に私自身も元気をもらい、自然と笑顔になりました。

たった一言ではあっても、言葉には本当に力があるのだなと感じます。今年もすみれの「れ」、「礼をつくして」

を大切にしながらすみれっ子の健全育成に励んでいきたいと思います。 

令和６年（２０２４年）がいよいよ始まりました。1月 1日は能登半島地震、翌 2日には羽田空港において日

航機と海上保安庁機の衝突事故がありました。お亡くなりになられた方々へ哀悼の意を表すると共に、被災さ

れた方々の一日も早い復興を願うばかりです。今回のような天災や人災を見る中で、学校においてもさらに

危機管理意識を高くもち、避難訓練等を大切にしていきたいと思わされました。特に日航機の救出では、客室

乗務員の適切な判断や指示、乗客の冷静な行動が全員の無事脱出につながったことに驚きを覚えました。機

長をはじめとする客室乗務員の日頃の訓練が奇跡ともいうべき救出劇を生み出したのでしょう。本校の避難

訓練ではいつも児童に次のように語り掛けます。  「訓練は本番のように 本番は訓練のように」 1 月にも

地震から火災を想定した避難訓練が予定されています。緊張感をもって実施したいと思います。 

さて、今年は辰年。辰とは言わずと知れた龍のことです。龍は十二支の中でも唯一空想の生き物です。外

見を見ると力強く、神秘的なイメージがしますね。そんな辰年にちなんで、すみれ図書館には、ビオラ応援団、

図書サークルのみなさんの手によって力強い龍の壁面作品が登場しました。（写真↓）その迫力や力強さ、そし

てその色合いの美しさは見とれるほどです。すみれが丘小学校の子どもたちもこの龍のように力強く、目標を

高くもち昇龍のごとく大きく成長していける 2024年になることを期待しています。 

早いもので現在の学年もあとわずかとなりました。６年生は卒業式まで 49 日、１～5 年生は修了式まで

52 日の登校日数となります。短い期間となりますが、子どもたち一人ひとりが充実感や達成感を味わう中で

自己肯定感を高め、新たな学年へのステップとなるよう、教職員一同、児童一人ひとりとしっかり向き合って

いきたいと思います。ご家庭に於かれましても学校での出来事を話題にしていただき、お子様へ励ましの声を

お願いいたします。その一助として今年も学校ホームページの発信に努めてまいります。すみれっ子の日々の

学校生活の様子、PTA 活動、ビオラ応援団の活動等を適時発信していきます。ところで横浜市では、大リーグ

において二刀流で大活躍中のロサンジェルス・ドジャースの大谷翔平選手寄贈のグローブが１月末に各学校へ

贈られてくるとの情報が入りました。子どもたちにとっての夢や希望に繋がればと思います。グローブが到着

次第、学校ホームページでもご紹介します。 お楽しみに！ 

２０２４年、地域、保護者の皆様と共に歩むすみれが丘小学校を、今年も宜しくお願いいたします。 

学校だより  

 1 月号 (第 576 号 )  
   令和 6 年 1 月 10 日  
横浜市立すみれが丘小学校  

                            学校教育目標   
〈すすんで みんなで れいをつくして がんばりつづけて おもいあって かがやきつづけるすみれっ子〉 
～豊かな人間関係の中で、一人ひとりが自分のよさを十分に発揮し、互いに高め合う子を育てます～ 

 


